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資料 状況をまとめた。なお，以下の記述の地名は，原則と

して近年の市町村合併前の地名を用いた。また，平成

4年発行の山村過疎地域対策資料（富山県過疎対策協

議会，1992）に掲載されている廃絶集落，小規模集落

(19戸以下）に該当するクマの出没集落をリストアッ

プした。

1市町村別出没状況（図1，表1，付表1）

下新川郡朝日町：10月2日～'0月22日にかけ，境，元

屋敷（小規模集落)，大家庄，柳田，山崎，蛭谷，泊

で出没している。出没標高の低い集落は泊（15m)，

元屋敷（20m）で，山間集落の蛭谷では120mである。

下新川郡入善町：舟見で1頭捕殺されている。

下新川郡宇奈月町：東山で出没している。

黒部市：9月22～26日にかけ，前沢，東布瀬を中心に

出没している。

魚津市：9月13日～11月10日に有山，大光寺，中陣，

花谷，福平，山女（小規模集落)，虎谷（小規模集落)，

坪野，池原（廃絶村)，日尾（小規模集落)，東城，古

鹿熊（廃絶村)，大熊（小規模集落)，金山谷，石垣，

石垣新，小川寺，大海寺新，東山，宮津，蛇田，天神

山，稗畠等で出没している。出没標高の低い場所は大

光寺（10m）や蛇田（20m）で，山間集落の池原（450

m）は出没標高は高い。9月30日には富山県第1号が捕

殺される。魚津市での大量出没は初めてらしい。

中新川郡上市町：9月12日～10月13日にかけ，宮川，

広野，桧谷（小規模集落)，湯神子，柿沢，浅生（小

規模集落)，中又，湯神子，片地，五位尾（小規模集

落)，眼目蓬沢（小規模集落）で出没している。平

地の宮川（20m）や広野（60m）は出没標高は低く，

他は山地の集落のため出没標高は高い（蓬沢400m，

浅生350m)。浅生ではニワトリの被害が見られた。

滑川市：高月（標高3m)，曲淵（標高20m）の海岸の

近くや小鹿野（標高100m）に出没している。特に高

月に出没したクマは，富山市水橋狐塚に移動し捕殺さ

れた。

中新川郡立山町：尖山，芦雌，日中上野，目桑で出没

している。

上新川郡大山町：9月22日～10月14日に，熊野川本流

や支流流域（小佐波川，黒川，糊ケ原川)，常願寺川

流域，神通川支流長棟川流域の集落に出没している。

熊野川本流流域では，河内（廃絶村)，東黒牧，文珠

寺，小佐波川流域では，小佐波（小規模集落)，西小

俣（小規模集落)，東小俣（小規模集落)，黒川流域で
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2004年と2006年は，全国的にツキノワグマ（以下ク

マと称す）が大量に出没し，富山県でも山麓を中心に

大量出没が見られた（自然環境研究センター，2005；

富山クマ緊急調査グループ他，2005；富山県，2007；

南部，2007)。富山県では，1953年にも大量出没が見

られ，その概要は進野（1954）によって報告されてい

る。近年のクマの大量出没時の動向を知るためには，

過去の大量出没時との比較が必要と思われるが，具体

的な出没データ（場所，月日）はほとんど残っていな

い。今回，’953年の富山県のクマの出没データを地元

新聞から抽出し，出没状況をまとめたので報告する。

データ抽出方法

出没記録は，北日本新聞朝刊（1993年3～12月）と

北陸夕刊（1993年8～12月）から抽出した。項目は概

ね村井他（2005）に従った。出没場所の地名から，国

土地理院のl/25万または1/5万の地形図で，おおよそ

の場所を特定し，その標高を読み取り，環境庁

(1997）を参考にメッシュNCを読み取った。なお，

lメッシュは約1×1kmである。なお，1953年のク

マによる人身被害については，白石他（2007）で報告

されている。

1953年の出没状況

当時は，現在と比較すると，情報伝達手段も限られ

ていたと思われる。今回の抽出データは，出没情報を

網羅したものではなく，限られ診たものと思われるが，

得られたデータや進野（1953）のデータも用い，出没

*富山市科学博物館研究業績第355号

ワ
ム

１
１
人



南部久男

一ら一

4唖

黙
－200m

8●

…上i商
毒汰筆

蕊
富山湾

撫溌曹響Ｒ
一
４
，
●

１

劇襟
62

獄
常
願
寺
川

147
●

97
●

蕊順J』鐸雛 似掴蔚撫

錘
/135

蜘測
11s

醐
所

識
Ｑ
）
○
）

へ
二
）－

120ﾉ1言

11.i
●，

115．11

●119

多/ご／

l5Q,劃
151

割'8
1171

毎
）
望
垂
邑
・
‐
・
ロ

Ｒ
）
●

↓
Ｉ

１
１
Ⅱ

Ｆ
Ｄ
●

「
１
１

Ｊ
／
〃1RF：

Iソ‘一・

15己

●

154．155．156

20k蕊

図1．1953年の富山県におけるツキノワグマの出没場所（数字は，付表1に対応する）

は，日尾，布目（小規模集落)，棚ヶ原川流域では，

湖ケ原，砂見（小規模集落)，常願寺川流域では，本

宮，河戸（廃絶村)，長棟川流域では奥山（廃絶村）

である。低標高の出没地は，平地に近い熊野川左岸側

の東黒牧（100m）や布目（100m）などで，熊野川上

流の山間集落の河内（400m)，砂見（480m）や長棟

川上流の奥山（500m）は標高が高い。

富山市：呉羽丘陵の呉羽山公園や金屋で出没し，神通

川でもクマの死体が流れ着いた。

上新川郡大沢野町：9月26日～10月27日にかけ，熊野

川左岸側に近い神通川右岸側の河岸段丘周辺の小黒，

塩野，万願時，大野や，神通川右岸側の上大久保，西

大沢，神通川左岸側支流の土川流域の根上（小規模集

落)，土（小規模集落）などで出没している。特に

小黒や塩野は，熊野川右岸側の富山市の平地と隣接し

た地域である。大沢野町（河岸段丘周辺）では長い間

クマの出没はなかったようである。出没標高は小黒

(60m）で低く，他の出没地点も100m前後である。

婦負郡細入村：庵谷峠で出没している。

婦負郡八尾町：8月26日～10月17日にかけ，神通川支

流の井田川から分岐する室牧川・大長谷川流域，仁歩

川流域，野積川流域，苔ケ原川流域，別荘川流域，久

婦川流域と神通川本流支流の土川の集落で出没してい

る。大長谷川流域では栃折（小規模集落)，島地（小

規模集落)，花房，仁歩川流域では，吉友（廃絶村)，

武道原（小規模集落)，野積川流域では，猟師ケ原

(廃絶村)，苔ケ原川流域では苔ケ原，別荘川流域では，

上笹原，久婦川流域では，堅尾，岩屋，掛畑，上黒瀬

(小規模集落)，土川流域では，東坂下，北谷，である。

標高の低い集落は，上笹原（80m)，標高の高い集落
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表11953年と2004年の富山県のツキノワグマの出没状況の比較

付表lより算出。No.15,95,96のデータは件数に入れず。

主に目撃と思われる。

今回の市町村別の捕獲数を参考に挙げたが,もれているものがある。

目撃と痕跡が報告されているが、目撃を用いた。

放獣も含む。
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は吉友（500m）である。

婦負郡山田村：宿坊，中ノ瀬谷（小規模集落）で出

没している。

婦負郡婦中町：10月7日～21日に，音川地区の吉住

(小規模集落)，外輪野，上瀬（小規模集落）等で出没

している。いずれも標高100m前後の丘陵地である。

射水郡小杉町：10月12日に北陸本線近くの針原（標高

5m）で出没している。

砺波市：庄川右岸側の般若と山間集落の井票谷で出没

している。

新湊市：11月5日に作道（標高0m）で出没している。

東砺波郡庄川町：雄神で出没している。

東砺波郡城端町：上見，泉沢で出没し，後者は，車と

の衝突である。

東砺波郡平村：杉尾（小規模集落)，小谷川の上流の

中根（炭焼き小屋)，松尾（小規模集落）で出没して

いる。中根の標高は800mである。

東砺波郡上平村：菅沼（小規模集落）の庄川中州で捕
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川右岸側)，婦中町音川周辺である。山麓からかなり

離れた海岸の近い平地での出没は，滑川市高月・浜加

積（出没標高3～20m)，新湊市作道（0m)，魚津市大

光寺（10m）であった。山麓に近い平地での出没は，

朝日町山崎（20m)，上市町宮川（20m)，小杉町針原

(5m）であった。また，富山市の呉羽丘陵の北端近く

でも出没が見られた。

表21953年のツキノワグマの月別出没件数、捕殺数

2．出没時期

全県の出没，捕殺数の月別の推移を進野（1953）の

データも用い述べる（表2)。

8月下旬には1件の出没がみられ（今回調査)，9月中

旬には，10件ほどの出没が見られるが，下旬から急に

増加し40件を越し,10月上旬，中旬と多く，中旬が93

件とピーク(進野，1953）である。10月下旬にはやや

少なくなり(進野，1953)，11月に入るとさらに少なく

なり，下旬はわずか1件である（進野，1853)。捕殺は

9月下旬に僅かにみられ（2頭)，10月上旬から増え，

中旬がピークの33頭（進野,1953）で，下旬からやや

少なくなり，11月に入るとさらに少なくなる。

*l)出没には捕殺含む

*2)出没に捕殺含むかどうか不明

殺されている。

東砺波郡利賀村：上呈上百瀬大勘場（小規模集落）

で出没している。大勘場の標高は640mである。

1953年の出没の特徴-2004年との比較一

1．出没地域

1953年，2004年とも県東部中央部で出没が見られ，

魚津市，上市町，大山町，大沢野町（神通川右岸)，

八尾町では両年とも多かった。しかしながら，西部で

は1953年は，利賀村，平村，城端町を除くと，ほとん

ど出没が見られなかったが，2004年は，西部の福光町，

城端町，小矢部市等での出没が多く，福岡市，高岡市，

氷見市でも出没が見られた。進野（'953）は，氷見地

方ではクマが生息しないと述べているが，2004年は出

没している（富山クマ緊急調査グループ他，2005)。

2004年に出没の多かった福光町，城端町等で,953年は

出没が少ない理由は不明である。

1953年のクマの出没の特徴は海岸に近い平地（魚津

市，滑川市，新湊市）や県中央部の呉羽丘陵や平野部

(小杉町）で出没が見られたことである。2004年はこ

のような場所での出没は見られず，平地での出没は，

滑川市，富山市（熊野川右岸の集落)，福光町等であっ

た。このように，1953年は2004年に比べより北側（海

岸に近い地域）に出没したと言える。当時は，道路事

情も悪く，現在のような山麓付近の平地や山麓を東西

に横断するような高速自動車道や規模の大きな農道は

ほとんどなく，山麓部での車の往来が少なかったと思

われる。実際，1953年のクマと自動車の衝突は,件

(城端町）だけであったが，2004年は，県東部の宇奈

以上をまとめると，クマが出没した市町村（現在の

合併前の市町村で示す）は，神通川以東の県東部では

下新川郡の朝日町，入善町，魚津市，中新川郡の上市

町立山町，滑川市，上新川郡の大山町，大沢野町，

富山市である。県中央部（神通川と庄川の間で庄川上

流域を除く）では，富山市，婦負郡の婦中町，山田村

八尾町，細入村，上新川郡大沢野町，射水郡小杉町，

砺波市，東砺波郡庄川町である。県西部（庄川以東）

では東砺波郡城端町，平村，上平村，利賀村である。

これらの市町村の河川沿いの山間集落や炭焼き小屋周

辺，山麓の集落で出没が見られた（表,)。

魚津市，上市町，大山町，大沢野町，八尾町では，

山地の広範囲の集落で出没が多くみられた。県西部で

は出没市町村は限られ，今回の調査では城端町，平村

上平村，利賀村だけであった。進野（'954）は，郡市

別の出没状況を報告し，下新川郡（魚津市含む)，中

新川郡，上新川郡婦負郡射水郡，東砺波郡，西砺

波郡で合計227件出没があり，下新川郡，中新川郡，

上新川郡の出没件数は40件を越し，西砺波郡（福光町

福岡町）の出没は2件としている。また，捕殺数も下

新川郡（魚津市含む)，中新川郡，上新川郡の3郡で72

頭（全県で84頭）としている。

今回の調査で，出没が多かったと思われた地域は，

黒部市東布施周辺，魚津市山麓部と山間部，大山町熊

野川本流左岸側と支流流域，大沢野町舟,暁周辺（神通
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月町，滑川市，上市町，大山町でそれぞれ1件，魚津

市で2件，県西部の福光町で1件の計7件見られた。県

中央部の呉羽丘陵では，1953年は先端までクマが出没

した。現在の呉羽丘陵は高速自動車道等で分断され，

建造物もあるが，当時はなく，クマが丘陵沿いに移動

しやすかったと思われる。2004年のクマの出没は，河

川を移動ルートに利用したことが知られるが（富山ク

マ緊急調査グループ他，2005)，1953年は，河川もコ

ンクリート護岸や堰なども現在よりは少なかったと推

測される。このように，1953年は現在に比べ山麓や丘

陵，河川等にはクマが移動する際の障害物が少なかっ

たと思われ，このことが1953年はクマが海岸近くまで

出没した理由の一つと思われる。

2．山地の林の状況の変化

富山県では1950年や1955年頃が薪や炭の生産量が多

く，その後減少しており，最近ではほとんど統計に挙

がっていない（坂井他，2006)。このような統計より

1953年頃は，集落に近い山地の二次林は薪や炭をとる

ため，積極的に利用されていたと言える。近年の富山

県中央部の丘陵地の調査では，薪炭林が40～50年間放

置された結果，階層構造の比較的明瞭な自然植生に遷

移していることが知られている（太田他，2006)。こ

のことは，林が薪や炭の利用のため積極的に利用され

ていた頃は，林内は見通しのよい明るい空間であった

が，その後，樹木の高木化や林床に植物が繁茂したた

め，現在は見通しが悪く暗い空間に変化したと言える．

2004年や2006年は，富山県では山地のクマのエサと

なる堅果類が不作のため（自然環境研究センター，

2005；中島，2006；富山県，2007)，山麓部の集落へ

カキなどの実をもとめて出没が相次いだと考えられて

いる（富山クマ緊急調査グループ他，2005)。進野

(1953）は，1953年の木の実の豊凶データは示してい

ないが，不作であったと述べている。

1953年と2004年は，山地の林の状況，特に樹木や植

物の繁茂状況にかかわらず，山麓や山間集落，時には

平地に，エサを求めて大量に出没したと推測される。
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捕殺

I 誠心

目撃

目撃

捕溜

捕殺（ﾒス

目撃

捕譜

目撃

出没

出没

目葦

捕殺（2画

人身被帯

(未遂）：
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品

目葦

出没
副
ｑ
Ｌ

出浪

出張
gJ
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出浪

出浪

出浪
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出没

目葦

出浪

出浪

出没

捕篭

出没

人身被害＞

捕諾

出没

目葦

捕諾

捕篭

捕憲

概要（出没状況など

大家庄村柳田,山崎村殿村でクマ（

頭）が出没し,勢子や住民6人（男惟

3人,女性3人）が重軽傷を負

栗の木に上る

銃弾命中するが逃走.県下で5日計

頭射止められ,計9頭に達す』

県道上を歩

田園で鳴く

柿の木に登ろうとしていた.子グミ

逃走．

親子熊が寺の境内の柿の木に登イ

手負いメフ

内山の住民が石平の畑で芋堀中出』

22～26日の間,桜井町前沢,東布瀬冨

中心に計6頭確言

9月22日頃,連日親子熊出》

3日までに5頭確認

野良仕事中の男性襲われ

魚津市では,9月13日の石垣の出>；

最初で,松倉区古鹿熊虎谷,大熊,ﾉ

見区山女,天神区東山,下野方区石上

新など平坦畑や人家にまで出没.W

友会員によれば魚津でこんなにでそ

のははじめてとのこ，

福平,山女,虎谷,坪野,池原,日尾,冒

城,古鹿熊の山間地で各1頭,金山谷

石垣,石垣新,小川寺,東山,宮津で帯

1頭出i

耕地整理作業中に親子熊3頭発』

竹薮から現れ捕殺（富山県第1号

一昨年（1951年）も宮地で捕ヨ

男性が熊狩り中,格闘し,逃げ帰舟

クルミに登そ

熊狩り口
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捕殺(2
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の痕跡

2頭出
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畑仕事の農夫に近づく

22日宮川地内に出没し,24日に広野

(旧南加積地内）の大根畑で作業中

の男性を襲い,松原地内スキー場で

目撃．

9月10日頃から一日おきに大岩地I

に小熊2頭づれの大熊出没

ニワトリ小屋に出没し,12羽全て1

くられ,30日午前4時頃追い返

自宅前で女性襲われる.熊狩り行寸

が,上市町柿沢地内二口谷付近で』

跡見失号

自宅前で女性襲われる。熊狩り行＃

が、上市町柿沢地内二口谷付近でI

跡見失う

集落東方100mのスギ林．

樵作業中の男性襲われ，

野良仕事中の女性が襲われかすりf

を負い,途中で遭遇した大工襲わオ

野良仕事中,杉の中で眠いってい＃

クマ発見

5:30頃高月の田圃で発見され,上下

ﾉ||を渡り逃走し,水橋町狐塚地内一

捕；

炭焼きが出会い逃げ帰‘

29日魚津で第1号,30日立山村で第1

号捕殺.石臼地内の炭焼業者から2

日来付近に熊が出るとの情報.301

朝,栗の実を食べに現れたところZ

捕；

東谷村四屋谷の婦人が上段村の耕イ

田でクマに出会い,白岩川を渡りi
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H
熊狩りを行ったが発見できず．

データ：地名だけが記載されているデータは1件として扱った。クマが別の地名に移動した場合は，別のデータとして扱った。

記述地名：上新，上新川郡；中新，中新川郡；下新，下新川郡；婦負》婦負郡；射水，射水郡；西砺，西砺波郡；東砺，東砺波郡。

地名の括弧は新聞紙面には掲載されていないが，特定できた地名。

大きさ：新聞の記述の通り。

種別：状況が不明の場合は出没とした。

クマに襲われた場合は人身被害とし，怪我がない，又は記載のない場合は人身被害（未遂）とした。

人身被害で＊印は白石他(2007）で報告した。印のない2件は，本報告が初めてである。

新聞：北日，北日本新聞朝刊；北陸）北陸夕刊

地図：環境省（1997）を参照した。
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稲刈り中突然目の前に出巽

田園を走暑

イモ掘り中の婦人にとびかかり，』

マは民家の薮に逃げる．

鶏小屋の手入れにいった際に発」

子グマ1頭逃げる

熊狩り中.同村では2頭’

子熊2頭は逃げ．

農道上で発見され,約1500m逃走し

北陸線まで10mの老田村二俣との力

付近で捕殺．

作物を荒らして逃げた.9月下旬かI

頻繁に出淵

柿の実食べぞ

林道鉱泉に向かうハイヤーに1頭＃

突し,はね飛ぶ.

女性自宅近くで襲われる

庄川沿岸道路で発見

工事人夫発F

20貫の母熊と子熊を射止めたが,雄

熊は逃走.－週間ほど前から出没.こ

の付近は平村の生炭量の8割を占め

る重要な木炭生産地

栗の木に登る.同村では,メス3頭,子

グマ1頭,計4頭捕殺

畑で発見

2頭の子熊連れの母熊が,小原発電F

ダムを泳ぎ,通称中島に上陸した〔

ころを捕殺

民家前を歩く

行商人が目雪

栗の木に登り実を食べる.．

材木伐採中に目撃

小学校東方500mの福山地内で50r

にわたり熊の足跡を発見.同村の常

の出没は初めて

自宅裏で草刈り中目撃
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